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罫
 高
専
単
組
代
表
者
会
議（
　
月
　
日
～
　
日
）

11

17

18

罫
 医
療
３
単
産
国
会
要
請
行
動
（
　
月
　
日
）

11

14

罫
 秋
冬
季
・
合
同
地
区
別
単
組
代
表
者
会
議
 続
報

　
 関
東
甲
信
越
地
区（
　
月
3
日
）

11

茎
 論
壇「
カ
ジ
ノ
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
怖
さ
」

　
 静
岡
大
学
 人
文
社
会
科
学
部
教
授
 鳥
畑
 与
一

茎
 職
場
の
Q
＆
A
漢
「
組
織
率
と
組
合
の
交
渉
力
」

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

猿
 弘
前
大
学

　
 「
学
内
研
究
集
会
開
催
さ
れ
る
」

猿
 高
知
大
学

　
 「『
地
域
の
大
学
』
の
教
職
員
組
合
と
し
て
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　　　（毎月10日発行）

　
2
0
1
8
年
　
月
　
日
、　

11

10

11

日
の
2
日
間
、「
安
全
・
安
心
な

医
療
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
大
学
病
院
を
」
の
テ
ー
マ

の
下
に
、
第
　
回
医
科
系
大
学

29

教
職
員
懇
談
会
（
医
大
懇
）
が

名
古
屋
大
学
医
学
部
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、　
大
学
　
人
の
参

13

60

加
が
あ
り
ま
し
た
。
太
鼓
の
演

奏
で
始
ま
っ
た
開
会
集
会
で

は
、
名
古
屋
大
学
職
員
組
合
の

武
市
委
員
長
か
ら
挨
拶
を
戴
く

と
と
も
に
、
名
古
屋
大
学
の
松

尾
総
長
、
門
松
医
学
部
長
、
石

黒
病
院
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

第
　
回
医
科
系
大
学
教
職
員
懇
談
会

29
名
古
屋
大
学
で
開
催
！
 　
月
　
日
～
　
日

11

10

11

す
べ
し
と
い
う
論
理
で
、法
人

の
長
に
よ
る
選
考
・
任
命
と
い

う
意
見
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
も
早
く
協
議
を
開

始
し
た
の
は
名
古
屋
大
学
と

岐
阜
大
学
の
組
み
合
わ
せ
で

す
。
名
古
屋
大
学
が
、指
定
国

立
大
学
法
人
へ
の
申
請
に
、

「
マ
ル
チ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
シ
ス

テ
ム
の
樹
立
」を
提
案
の
一
つ

の
項
目
と
し
て
掲
げ
、そ
れ
が

評
価
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と

な
っ
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。ま

ず
は
2
大
学
で
東
海
国
立
大

学
機
構（
仮
称
）を
設
立
し
、そ

の
後
順
次
他
の
国
立
大
学
の

参
加
を
促
す
考
え
だ
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、静
岡
大
学

と
浜
松
医
科
大
学
が
2
0
2

1
年
度
、
小
樽
商
科
大
学
・
北

見
工
業
大
学
・
帯
広
畜
産
大
学

の
組
み
合
わ
せ
と
奈
良
女
子

大
学
・
奈
良
教
育
大
学
の
組
み

合
わ
せ
が
2
0
2
2
年
度
の

法
人
統
合
を
、そ
れ
ぞ
れ
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
 （
書
記
長
　
長
山
 泰
秀
）

し
た
。
第
3
回
の
会
議（
　
月
10

　
日
）
で
は
、
複
数
の
委
員
か

24ら
一
法
人
複
数
大
学
と
い
う

制
度
の
意
義
・
必
要
性
へ
の
疑

問
が
呈
さ
れ
、大
学
統
合
と
は

ち
が
う
メ
リ
ッ
ト
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
の
明
確
化
が
必
要

と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。第
4
回
会
議（
　
月
　
日
）

11

14

で
は
、一
法
人
複
数
大
学
方
式

を
と
っ
た
場
合
の
、
法
人
の

長
、
学
長
の
選
考
・
任
命
の
方

法
、
教
育
研
究
評
議
会
、
経
営

協
議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
を
法
人

に
置
く
か
各
大
学
に
置
く
か

と
い
っ
た
、ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関

わ
る
制
度
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で

は
、法
人
の
長
は
現
在
の
制
度

の
学
長
選
考
会
議
に
相
当
す

る
組
織
で
の
選
考
を
す
べ
し

と
い
う
方
向
で
お
お
よ
そ
ま

と
ま
っ
た
議
論
が
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、各
大
学
の
学
長
の

選
考
に
つ
い
て
は
、法
人
経
営

の
一
体
性
を
担
保
し
、か
つ
責

任
主
体
を
法
人
の
長
に
集
約

　
2
0
0
4
年
に
国
立
大
学

が
法
人
化
さ
れ
て
以
来
、国
立

大
学
法
人
法
で
は
、一
つ
の
国

立
大
学
法
人
が
一
つ
の
国
立

大
学
を
設
置
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
少
な
く
と
も
4
つ

の
、国
立
大
学
法
人
の
組
み
合

わ
せ
の
協
議
体
が
協
議
を
開

始
し
て
お
り
、2
0
2
0
年
度

な
い
し
2
0
2
2
年
度
の
法

人
統
合
を
行
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。ま
た
政
府
は
一

法
人
複
数
大
学
を
可
能
と
す

る
法
改
正
に
向
け
て
検
討
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
文
部
科
学
省
に
「
国

立
大
学
の
一
法
人
複
数
大
学

制
度
等
に
関
す
る
調
査
検
討

会
議
」（
有
川
節
夫
座
長
）
が

設
置
さ
れ
、　
月
　
日
ま
で
に

11

14

4
回
の
会
合
が
開
か
れ
て
い

ま
す
。
第
2
回
会
議（
　
月
　

10

16

日
開
催
、
非
公
開
）
で
は
、
4

協
議
体
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
、そ
の
概
要
は
第
3

回
の
会
議
時
に
報
告
さ
れ
ま

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
　
閉
会
集
会
で
は
、
名
古
屋
大

学
の
市
村
看
護
部
長
よ
り
「
立

場
は
違
っ
て
も
目
指
す
と
こ
ろ

は
同
じ
。
医
療
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
。
広
く
情
報

た
。
」
、「
　
協
定
な
ど
勉
強
会

36

が
必
要
と
感
じ
た
。
知
ら
な
い

こ
と
が
多
す
ぎ
る
と
思
っ

た
。
」
、「
情
報
発
信
の
手
段
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
最
終
的
に

は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
」
な

安
全
・
安
心
な
医
療
、
安
心
し
て

　
　
 働
き
続
け
ら
れ
る
大
学
病
院
を
！

記
念
講
演
「
暮
し
の
中
の
憲
法
」

　
記
念
講
演
で
は
、
名
古
屋
大

学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
の

大
河
内
美
紀
氏
を
迎
え
、「
暮
ら

し
の
中
の
憲
法
（
働
き
方
と
憲

法
）
」
に
つ
い
て
ご
講
演
を
戴

き
、
労
働
条
件
の
最
低
基
準
を

法
律
に
よ
っ
て
確
保
す
る
こ
と

を
謳
っ
た
憲
法
　
条
、
労
働
者

27

が
使
用
者
と
対
等
の
立
場
で
交

渉
等
を
行
え
る
権
利
を
謳
っ
た

憲
法
　
条
を
軸
に
、
制
定
期
か

28

ら
現
在
ま
で
の
状
況
を
振
り
返

り
、
法
の
趣
旨
を
活
か
す
上
で

の
労
働
組
合
の
重
要
性
や
今
日

的
役
割
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

組
織
と
運
動
の
強
化
を

　
分
科
会
で
は
、「
安
全
・
安
心

の
医
療
を
め
ざ
し
て
、
教
職
員

の
労
働
条
件
改
善
」
、「
魅
力
あ

る
組
合
と
組
織
づ
く
り
」
、「
子

育
て
世
代
に
必
要
な
労
働
環

境
」
を
テ
ー
マ
に
4
つ
の
分
科

会
が
行
わ
れ
活
発
な
交
流
が
図

ら
れ
ま
し
た
。「
仕
事
の
悩
み
は

共
通
と
感
じ
た
。
同
じ
職
種
で

あ
っ
て
も
、
様
々
な
立
場
か
ら

実
状
を
報
告
し
合
い
、
意
見
を

伺
え
た
の
は
良
い
機
会
だ
っ

上
で
、
組
合
の
役
割
は
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
医
大
懇
を
契
機

に
組
織
と
運
動
の
強
化
を
図
っ

て
い
く
と
す
る
集
会
宣
言
を
採

択
し
終
了
し
ま
し
た
。

（
中
央
執
行
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
石
川
 洋
基
）

を
交
換
し
現
状
を
打
開
す
る
何

ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
見
出
し
て
戴

き
た
い
。
」
と
の
ご
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　
集
会
は
最
後
に
、
安
全
・
安

心
な
医
療
、
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
大
学
病
院
を
目
指
す

13大学60人が参加（於：名古屋大学医学部附属病院内）


